
JIFA NOW 特定非営利活動法人
日本国際親善協会

JAPAN INTERNATIONAL FRIENDSHIP ASSOCIATION

2020年 冬号 2020/12/20 発行 〒160-0022 東京都新宿区新宿1-23-10 安田ビル3階
TEL＆FAX 03-3352-3918    Email: info@jifa.org

在日ベトナム青年への支援を続ける
ベトナム寺院大恩寺を訪問 12月15日

コロナ禍の影響で、仕事や住まいを失い、食にも事欠く在日
ベトナム技能実習生や留学生たちが少なくありません。こうし
た若者へ食糧支援をするとともに、帰国できず行き場のない人
たちを受入れ、生活の場を提供し、ベトナム大使館と協力しな
がら帰国支援を行っているベトナム仏教寺院大恩寺（埼玉県本
庄市）を、12月15日、JIFA会員3名が訪問しました。
大恩寺には、当時約40人の青年が生活しており、支援者か

ら寄せられた衣類や支援金をお届けすることができました。
在日ベトナム仏教信者会代表で大恩寺住職でもあるティッ

ク・タム・チーさんは、活動拠点を東京都港区芝の「日新窟」
から大恩寺に移すとともに、精力的に全国を駆け回り、不幸に
して亡くなった方の葬儀や相談対応、受入企業経営者への説得
など、全国各地に赴き、精力的に活躍されていらっしゃいます。
在日ベトナム青年たちは多くの困難や悩みを抱えながら大恩

寺を訪れますが、心のケアを受けながら皆で集団生活するうち
に元気を取り戻しつつあるようです。
在日ベトナム人の生活支援や葬送支援、コロナ禍での支援活

動を10年以上継続して行ってきた在日ベトナム仏教信者会の
活動が「幸せの贈り物プロジェクト」にまとめられています。

タム・チー住職は在日ベトナム人の心のよりどころとなるベ
トナム寺院を各地に設立する活動も進めていらっしゃいます。
コロナ禍のなかで全国各地から寄せられる支援物資などに

よって活動が支えられているそうです。
ご支援等は当NPO又は下記までお寄せください。

在日ベトナム仏教信者会 大恩寺（ベトナム寺院）
ティック・タム・チー会長携帯電話：080-4133-6999
メール：adidaphat6999@gmail.com
住所：〒367-0224 埼玉県本庄市児玉町高柳668-2

ベトナム寺院大恩寺（埼玉県・本庄市）にて 2020.12.15

在日ベトナム仏教信者会活
動記録「『幸せの贈り物』
プロジェクト」をいただき
ました
http://jifa.org/news/shiawaseno

okurimonop.pdf

在日ベトナム仏教信者会からの感謝状

JIFAが提供した抗
体検査キットで
IgM・IgG抗体を
検査されたタム・
チー住職

本国から贈られた梵鐘 亡くなられた方々のご位牌

JIFAではGDF
（グローバル・ド
リーム財団）と連
携して、IgM抗体
とIgG抗体を迅速
に検査できる新型
コロナ抗体検査
キットの普及に努
めています。

http://jifa.org/news/shiawasenookurimonop.pdf
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一人でも多くの方に会員になっていただき活動へ
参加下さいますよう 皆様をお誘いください！

※ 2020年度から法人、個人正会員、個人賛助
会員の会費が改定されました。
※ 支援金 学資支援(1口 10,000円）
会費・支援金等は振込口座をご利用下さい
口座名：特定非営利活動法人 日本国際親善協会

☆新宿花園郵便局
記号 10150 番号 98253761

☆三井住友銀行新宿通支店
店番 661 普通 7274362

入会金 年会費(一口)

法人会員 30,000円 30,000円

個人正会員 10,000円 10,000円

個人賛助会員 5,000円 5,000円

学生会員 500円 1,000円

JIFAでは、活動に賛同いただいた㈱会社アイプラスプラス、有
限会社ヴァリエから割引価格で提供された新型コロナ抗体検査
キット 「BOSON 2019-nCoV IgG/IgG Duo」、㈱日本生物
製剤から割引価格で提供いただいた「プラセンタ美容製品」等の
普及を通して、グローバルドリーム財団（GDF 池田節子代表理
事）と協力し、運営に必要な寄付金の増収を図っています。
JIFAの活動は会員の会費と寄付金によって支えられています。
ご購入やご紹介等のご協力をよろしくお願いいたします。

※Lauren M. Kucirka氏らは、偽陰性率（感染していても陰性となる率）は、感染1日目が
100％、感染4日目が67%、発症日（感染5日目）は38％、感染8日目（発症から3日目）の
偽陰性率は20％と最低、9日目から増加し、21日目に66％であったと報告している。

Annals of Internal Medicine誌オンライン版 2020年5 月13日号


